
別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５及び別記５の第６関係）

広島県
１　被害防止計画の作成数，特徴等

２　事業効果の発現状況

３　被害防止計画の目標達成状況

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

注：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し，これに合わせて他の欄も記載する。

５　第三者の意見
コメント

更なる被害の低減を図っていくためには、地域ぐるみで「環境改善」を中心に、「加害個体の捕獲」、「侵入防止」を必要に応じて組み合わせた三対策を実施することが不可欠であり、引き続き被害防止計画の目標達成に取り組む。
一方で、県央から分布の拡大しつつあるシカによる被害の増加が目立っている。
本県の野生鳥獣による農作物被害金額は、令和４年度は403百万円で、前年度に比べて61百万円減少した。減少の要因としては、被害額の大きいイノシシやカラスの被害を押さえることができたことが挙げられる。

狩猟免許取得のための講習会、わな架設講習会、鳥獣被害防止研修会の開催など、わなを中心に捕獲の担い手の確保・育成に向けた取組が進んでいる。

利用率・
稼働率

供用開始管理主体 事業効果 都道府県の評価事業実施主体の評価
事業実施主体名

対象鳥獣実施年度対象地域

被害防止計画の目標と実績

被害面積被害金額事業量事業内容

鳥獣による令和４年度の農作物被害については、被害金額が403百万円で、そのうち約63.5％（256百万円）がイノシシによる被害であることから、計画作成の全市町がイノシシを対象鳥獣に挙げている。
対象鳥獣としては、イノシシ（23市町）、シカ（22市町）、ヌートリア（21市町）、サル（20市町）、カラス（17市町）が上位となっている。

県内23市町全てで鳥獣被害対策協議会が組織されている。捕獲体制（駆除班、捕獲班等）は全市町で整備され、そのうち22市町で鳥獣被害対策実施隊が設置されるなど、有害鳥獣捕獲体制の整備が進んでいる。
有害捕獲を進める箱わなの導入や捕獲活動の実施による個体数調整、侵入防止柵の設置等による被害防除、研修会実施等による生息環境管理に向けた取組が行われるなど、総合的な鳥獣害対策が講じられている。

  鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業、都道府県広域捕獲活動支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和４年度報告）

本県における被害防止計画の作成は、23市町全てで作成している。計画の作成は、全てが市町単独の計画で、複数市町で共同作成した計画はない。

その他、特定外来生物のアライグマを14市町、水産被害が深刻なカワウを16市町、人身被害が心配されるツキノワグマを5市町が対象鳥獣に挙げている。

別紙１のとおり

別紙２のとおり

別紙１のとおり

別紙２のとおり



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙１】 広島県

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

有害捕獲（箱わなの導入） 大型　11基 イノシシ (千円） (千円） (ha) (ha)

中型　2基 18,045 22,299 -423% 12.02 10.31 292%

小型　6基 シカ

有害捕獲（箱わなの導入） 大型　12基 15,435 17,094 -138% 8.08 6.60 347%

中型　2基 サル

小型　1基 3,991 2,097 1152% 1.34 0.81 630%

有害捕獲（箱わなの導入） 大型　16基 ヌートリア

小型　1基 355 402 -194% 0.18 0.17 200%

タヌキ

429 1,787 -7047% 0.21 0.27 -500%

カワウ

28,000 21,000 188% - - -

イノシシ イノシシ 400千円 212千円 171% 54a 26a 256%

タヌキ 40千円 98千円 -18% 6a 6a 100%

ツキノワグマ - - - - - -

アナグマ - - - - - -

ハクビシン - 82千円 - - 5a -

ヌートリア - - - － - -

電気止め刺し 1セット Ｒ4.11 100% アライグマ - - - － － -

センサーカメラ 4台 Ｒ4.11 100% ヒヨドリ - 522千円 - － 9a -

緊急捕獲 14頭 カラス 750千円 1571千円 -3% 10a 20a 0%

カワウ・ウミウ 1000千円 9400千円 -740% － － -

イノシシ被害なし 被害なし 1 0a 0a 1

シカ被害なし 被害なし 1 0a 0a 1

カラス被害なし 被害なし 1 0a 0a 1

サル被害なし 被害なし 1 0a 0a 1

令和４年度

イタチ・タヌ
キ・アナグマ・
ヌートリア被
害なし

被害なし

1 0a 0a 1

海田町 R2 イノシシ イノシシ捕獲 88 － － － イノシシ 0 128千円 0 0 0.33ha 0

シカ サル捕獲 0 － － － シカ 0 0 0 0 0 0

サル カラス捕獲 0 － － － サル 0 0 0 0 0 0

タヌキ シカ捕獲 1 － － － タヌキ 0 0 0 0 0 0

ヌートリア タヌキ捕獲 1 － － － ヌートリア 0 0 0 0 0 0

カラス 大型獣用箱罠 1 － R3.3 100 カラス 0 0 0 0 0 0

アナグマ 小型獣用箱罠 1 － R3.3 100 アナグマ 0 0 0 0 0 0

R3 アライグマ イノシシ捕獲 63 － － － アライグマ 0 0 0 0 0 0

ハクビシン サル捕獲 0 － － － ハクビシン 0 0 0 0 0 0

カラス捕獲 5 － － －

シカ捕獲 3 － － －

タヌキ捕獲 0 － － －

大型獣用箱罠 3 － R4.3 100

小型獣用箱罠 0 － R4.3 100

R4 イノシシ捕獲 117 － － －

シカ捕獲 4 － － －

タヌキ捕獲 1 － － －

アナグマ捕獲 2 － － －

カラス捕獲 2 － － －

大型獣用箱罠 5 － R5.3 100

小型獣用箱罠 7 － R5.3 100

大型獣用くくり罠 5 － R5.3 100

海田町有害鳥獣
駆除対策協議会

　対象鳥獣について、被害金額は増
加しているものの、被害面積について
は減少しており、目標を達成している。
　被害金額を減少させるため、集落ぐ
るみでの環境改善、侵入防止、捕獲
の総合的な取組をさらに強化して取組
んでいく必要がある。

　対象鳥獣について、被害金額と被害
面積はいずれも減少しており、目標を
達成している。
　今後は更なる被害の軽減に向けて、
集落ぐるみでの環境改善、侵入防止、
捕獲の総合的な取組をさらに強化して
取組んでいただきたい。

　対象鳥獣について、被害が見られな
い状況を維持しており、目標を達成し
ている。
　引き続き、集落ぐるみでの環境改
善、侵入防止、捕獲の総合的な取組
をさらに強化して取組んでいただきた
い。

　対象鳥獣について、被害金額，被害
面積とも増加しており、目標を達成し
ていていない。
　被害を減少させるため、集落ぐるみ
での環境改善、侵入防止、捕獲の総
合的な取組を強化して取組んでいく必
要がある。

事業実施主体の評価 都道府県の評価事業量 管理主体 供用開始
利用率・
稼働率

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容

被害防止計画の目標と実績

獣種
被害金額 被害面積事業効果

協議会
地元集落

R3.3

協議会
地元集落

R4.3

協議会
地元集落

R5.3
広島市鳥獣被害
防止総合対策協
議会

　サルについては、被害金額、被害
面積ともに目標を達成した。その要
因として、動物駆逐用煙火等による
追い払いに加え、大型捕獲柵による
群れ単位での捕獲による効果が現
れたと考えられる。
　一方、イノシシ及びシカについて
は、生息域の拡大に伴い被害も増
加傾向にあることから、引き続き、防
除、駆除及び環境整備の３本柱で鳥
獣被害対策を推進するとともに、既
存の防護柵等の適切な維持管理や
適切な防除方法の啓発に取り組む
必要がある。

大竹市有害鳥獣
捕獲対策協議会

大竹市

有害鳥獣捕獲活動の経費の支
援や捕獲活動に必要な備品の
整備により、効率的な捕獲活動
を推進する。

令和
４年度

大竹市鳥
獣対策協
議会

電気止め刺しは効果的に利用され
ており、今後も捕獲活動の効率化が
できている。
センサーカメラにより、被害鳥獣の
特定が可能となり、農家に対し効果
的な被害防止対策を指導できるよう
になった。今後は集落での勉強会を
企画している。
イノシシの出没頭数及び捕獲頭数
は豚熱の感染拡大により大幅に減
少したが、依然として被害があるの
で、継続して取り組む必要がある。

広島市

イノシシ
シカ
サル

ヌートリア
タヌキ

　箱わな等の導入を通じた捕獲
機材の整備により、捕獲頭数は
増加傾向にある。
　また、侵入防止柵（ワイヤー
メッシュ柵）を設置した集落で
は、農作物被害が減少傾向に
ある。
　両取組の継続的な実施によ
り、農作物被害の軽減に一定の
効果が見られている。

R4 100%

100%

100%R2

R3

近隣の自治体と連携をとり、今後も
効果的な捕獲ができるように努め
る。

令和４年度有害鳥獣捕獲実施
計画を基に、農作物等に与える
イノシシ等の有害鳥獣を捕獲す
るため、海田町有害鳥獣駆除
班と箱ワナ等捕獲方法、捕獲時
期及び場所について協議調整
を行い、効果的に捕獲を実施す
る。

イノシシの捕獲については罠の増設
を実施し、捕獲頭数を増やしており、
被害の減少がみられる。
また、サルの出没が多くみられるこ
とから、翌年度に囲い罠の導入を予
定している。現状は煙火による追い
払いを引き続いて実施する。

令和３年度
大型獣箱わな８基
プロテクショングローブ２双

908,600円 6月～3月

102,520円

府中町有
害鳥獣捕
獲対策協
議会

6月～3月

100%

箱わなによる捕獲を、積極的に
行える環境を整備して、効果的
な被害防止に向けた捕獲活動
を行っている。

府中町有害鳥獣
捕獲対策協議会

府中町

令和２年度

イノシシ・シカ・
カラス

簡易スタンナー一式



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙１】 広島県

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

事業実施主体の評価 都道府県の評価事業量 管理主体 供用開始
利用率・
稼働率

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容

被害防止計画の目標と実績

獣種
被害金額 被害面積事業効果

令和2年

熊野町 令和2年度 イノシシ くくり罠 37基 7月 100% 　イノシシの捕獲頭数は、 イノシシ 300千円 395千円 -217% 42a 23a 480% イノシシによる農作物被害は、

全域 箱罠 3基 8月 100% R1からR3までの平均捕獲 町内全域に及んでいるため、

頭数は平均270頭に対し、 駆除員が町内各地に箱わな

令和3年 令和4年度は238頭と大幅 、くくり罠を設置・管理している。

令和3年度 くくり罠 37基 8月 100% に減少し、被害面積及び被 今後も一層の捕獲頭数の増加

箱罠 3基 9月 100% 害額も減少した。 を期待する。

発信機・受信機 38基 9月 100%

令和4年

令和4年度 くくり罠 20基 7月 100%

箱罠 3基 10月 100%

発信機・受信機 14基 7月 100%

電気止め刺し 1基 8月 100%

イノシシ イノシシ 283千円 400千円 -277% 47a 78a -520%

サル 229千円 33千円 884% 84a 2a 1011%

タヌキ、キツネ、アナグマ 4千円 16千円 - 3a 20a -

ヌートリア - 4千円 - - 6a -

カラス - 7千円 - - 2a -

ハト類 - 被害報告なし - - 被害報告なし -

トビ - 被害報告なし - - 被害報告なし -

サギ類 911千円 1,012千円 - - - -

カワウ 1,687千円 1,875千円 - - - -

アライグマ - 被害報告なし - - 被害報告なし -

シカ 1千円 被害報告なし - 1a 被害報告なし -

ツキノワグマ 32千円 被害報告なし 1166% 23a 被害報告なし 1250%

(万円) (万円) (ha) (ha)

北広島町 令和2年度 イノシシ 箱わな購入 12基 R3.3 100% イノシシ 4,800 3,702 170% 6.8 4.4 209%

令和3年度 シカ 箱わな購入 13基 R4.3 100% シカ 160 83 375% 1.8 0.2 633%

令和4年度 サル センサーカメラ購入 5台 R5.3 100% サル 160 292 -32% 0.1 0.09 105%

箱わな購入 16基 ヌートリア 600 708 48% 0.2 0.18 -

侵入防止柵（WM柵） 1,100ｍ タヌキ 60 130 -775% 0.2 0.1 -

カラス 200 281 -200% 0.3 0.2 -

アオサギ 90 101 54% 0.3 0.11 290%

カワウ - - - - - -

ツキノワグマ 300 305 91% 0.1 0.09 -

千円 千円 % ha ha %

令和2年度

R2
箱わな（16基）
くくりわな（300
基）
生息状況調査（4
回）
センサーカメラ（2

令和2年度

令和3年度

R3
箱わな（12基）
くくりわな（200
基）
生息状況調査（4
回）

令和3年度

令和4年度

R4
箱わな（8基）
くくりわな（300
基）
生息状況調査（6
回）

令和4年度

熊野町有害鳥獣
駆除対策協議会

　対象鳥獣について、被害金額は増
加しているものの、被害面積について
は減少しており、目標を達成している。
　被害金額を減少させるため、集落ぐ
るみでの環境改善、侵入防止、捕獲
の総合的な取組をさらに強化して取組
んでいく必要がある。

　対象鳥獣について、被害金額，被害
面積とも増加しており、目標を達成し
ていていない。
　被害を減少させるため、集落ぐるみ
での環境改善、侵入防止、捕獲の総
合的な取組を強化して取組んでいく必
要がある。

　対象鳥獣について、被害金額と被害
面積はいずれも減少しており、目標を
達成している。
　今後は更なる被害の軽減に向けて、
集落ぐるみでの環境改善、侵入防止、
捕獲の総合的な取組をさらに強化して
取組んでいただきたい。

　対象鳥獣について、被害金額，被害
面積とも減少しているものの、目標達
成には至っていない。
　被害を減少させるため、集落ぐるみ
での環境改善、侵入防止、捕獲の総
合的な取組を強化して取組んでいく必
要がある。

江田島市有害鳥
獣捕獲対策協議
会

江田島市内
全域

イノシシ
アナグマ
カワウ

令和3年度 なし

熊野町有
害鳥獣駆
除対策協
議会

・イノシシによる被害は令和4年度に
急増したため達成率がマイナスに
なっているものであり、令和2年度及
び3年度においては金額・面積ともに
目標を達成している。
・令和2年度はツキノワグマによる祇
園坊柿の枝折れ被害により被害金
額が増加したが、翌年以降は電気
柵設置に係る補助金制度の拡充を
図り、以降大きな被害は発生してい
ない。
・サギ類・カワウによる漁業被害につ
いては、地区内のコロニーでの駆除
により一定の成果を上げているもの
の、地区外からの飛来した個体によ
る被害が発生しており、被害を劇的
に減少させるに至っていない。

北広島町有害鳥
獣捕獲愛策協議
会

北広島町
有害鳥獣
捕獲対策
協議会

箱わなは、捕獲班に貸与し被害
多発地区への設置を行ってい
る。被害報告のあった地域にセ
ンサーカメラを設置し、鳥獣の
動向や防止柵の設置指導に活
用している。
侵入防止柵は、被害地域に導
入し、設置箇所については被害
報告が減っている。

鳥獣による農作物等への被害は、
発生件数及び苦情件数ともに増加し
ており、個々の防御の取組も増えて
いる。しかし、適切な設置ができてお
らず、効果が発揮できていない場合
があるため、普及啓発が必要。
また捕獲に関しては、捕獲班を中心
に箱わな等を使用し、被害対策を実
施していきたい。

- - - -

令和4年度 イノシシ捕獲檻 10基 令和5年2月 100%

捕獲檻の数の増加により、被害
場所への迅速な対応が可能に
なった。

安芸太田町有害
鳥獣捕獲対策協
議会

安芸太田町

令和2年度 なし -

安芸太田
町有害鳥
獣捕獲対
策協議会

- - -

これまでの捕獲を中心とした対策で
は、これ以上の被害の軽減は見込
めない状況である。
今後は、農作物被害及び生活環境
被害の軽減に向けて、地域を主体と
した「総合防除」（「防除」、「環境改
善」、「捕獲」の一体的な取組）を柱と
して進めていく。

イノシシの捕獲数は３年続けて
1000頭を超えており、個体数の
調整が図られていると考えられ
る。

13,226
30

4,193

51.5
175.2
81.9

2.80
0.05

-

3.74
0.01

-

66.4
180.0

-
個体数の調整

江田島市
有害鳥獣
捕獲対策
協議会

100%
イノシシ
アナグマ
カワウ

8,908
121

3,550



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙１】 広島県

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

事業実施主体の評価 都道府県の評価事業量 管理主体 供用開始
利用率・
稼働率

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容

被害防止計画の目標と実績

獣種
被害金額 被害面積事業効果

福山市鳥獣被害 福山市 2020年度 イノシシ デジタル登録局無線機 15機 2020.12.7 100 イノシシ 4,914千円 4,490千円 109% 306a 474.8a 64%

対策協議会 サル 14千円 0千円 0% 1a 0a 0%

2021年度 イノシシ デジタル登録局無線機 19機 2022.2.24 100

2022年度 イノシシ デジタル登録局無線機 9機 2023.2.17 100

箱わな 3基

トレイルカメラ 7台

（緊急捕獲）

2020年度 イノシシ 770頭

シカ 1頭

サル 3頭

2021年度 イノシシ 759頭

シカ 3頭

サル 2頭

2022年度 イノシシ 843頭

シカ 6頭

サル 1頭

2022年度 イノシシ ワイヤーメッシュ柵 1,727ｍ

100

R2年度
サル
イノシシ

個体数調整
（ICTシステム＋大型囲いわな） 1基 R3.3.24 100

捕獲頭数を増やし、農作物被害
の軽減を図ることができた。

サル
イノシシ

297万円 498万円 32% 3.14㏊ 5.28㏊ 32%
市内全域で箱わなを活用することで
捕獲体制の拡充を図ることができ
た。

R3年度 イノシシ
個体数調整
（パイプ連結式箱わな）

14基 R3.10.13 100
捕獲頭数を増やし、農作物被害
の軽減を図ることができた。

イノシシ 295万円 342万円 84% 3.11㏊ 3.93㏊ 74%
市内全域で箱わなを活用することで
捕獲体制の拡充を図ることができ
た。

サル
イノシシ

個体数調整
（大型囲いわな＋止め刺し用わな） 1基 R4.10.28 100

捕獲頭数を増やし、農作物被害
の軽減を図ることができた。

サル
イノシシ

297万円 329万円 89% 3.14㏊ 3.40㏊ 92%
市内全域で箱わなを活用することで
捕獲体制の拡充を図ることができ
た。

イノシシ
個体数調整
（パイプ連結式箱わな）

2基 R4.10.28 100
捕獲頭数を増やし、農作物被害
の軽減を図ることができた。

イノシシ 295万円 316万円 93% 3.11㏊ 3.31㏊ 94%
市内全域で箱わなを活用することで
捕獲体制の拡充を図ることができ
た。

イノシシ 箱わな購入 23基 イノシシ

令和 くくりわな購入 150基 R2.12～ 100%

2年度

イノシシ 箱わな購入 30基

令和 くくりわな購入 154基 R3.10～ 100%

3年度

イノシシ 箱わな購入  26基

令和 くくりわな購入 147基 R4.12～ 100%

4年度 イノシシ成獣捕獲 32頭

神石高原町有害
鳥獣捕獲対策協
議会

神石高原町有害
鳥獣捕獲対策協
議会

神石高原町有害
鳥獣捕獲対策協
議会

神石高原
町有害鳥
獣捕獲有
害鳥獣捕
獲

府中市有害鳥獣
捕獲協議会

市内全域
府中市有
害鳥獣捕
獲協議会

R4年度

有害鳥獣捕獲対策協議会によ
る防止対策及び地域住民によ
る被害防止対策により、捕獲頭
数を増やし、イノシシの被害の
軽減を図ることができた。

R5.3.24

受益圃場全体にワイヤーメッ
シュ柵を設置することにより、イ
ノシシの圃場内への侵入を防ぐ
ことができた。

　対象鳥獣について、被害金額と被害
面積はいずれも減少しており、目標を
達成している。
　今後は更なる被害の軽減に向けて、
集落ぐるみでの環境改善、侵入防止、
捕獲の総合的な取組をさらに強化して
取組んでいただきたい。

　対象鳥獣について、被害金額，被害
面積とも増加しており、目標を達成し
ていていない。
　被害を減少させるため、集落ぐるみ
での環境改善、侵入防止、捕獲の総
合的な取組を強化して取組んでいく必
要がある。

　対象鳥獣について、被害金額、被害
面積はいずれも減少しており、被害面
積は目標達成には至っていないもの
の、被害金額は目標を達成している。
　被害面積を減少させるため、集落ぐ
るみでの環境改善、侵入防止、捕獲
の総合的な取組をさらに強化して取組
んでいく必要がある。

福山市鳥
獣被害対
策協議会

イノシシによる農作物被害及び
市街地への出没が多発するた
め、地域住民からの依頼等に
基づき捕獲活動を定期的に実
施しているが、無線機やトレイ
ルカメラを導入することで捕獲
活動の効率化を図り、短期間で
の有害鳥獣の捕獲へと繋げて
いる。

有害捕獲（対象鳥獣の個体数
を低減するため，緊急的な捕
獲活動を実施）

農作物に危害を加える有害鳥
獣を駆除することを目的として、
イノシシ・シカ・サルの捕獲を実
施したことにより，野生動物の
個体数調整が図られ、農作物
被害の防止に一定の効果を得
ることができた。

福山市鳥
獣被害対
策協議会

銃器を使用しての捕獲活動は短期
的な駆除のみならず、イノシシの追
払い効果にも繋がっている。
また、トレイルカメラを活用した捕獲
活動をすることで、効率的な捕獲に
つながっている。

有害鳥獣捕獲班による捕獲頭数は
年々増加傾向にあり、継続した捕獲
活動により更なる個体数の調整が
必要である。

大規模にワイヤーメッシュ柵を設置
及び管理することにより，イノシシの
侵入を防止し，イノシシを寄せ付け
ない環境づくりを行うことができた。

神石高原町
全域

福山市鳥
獣被害対
策協議会

神石高原
町有害鳥
獣捕獲有
害鳥獣捕
獲

有害鳥獣捕獲対策協議会によ
る防止対策及び地域住民によ
る被害防止対策により、捕獲頭
数を増やし、イノシシの被害の
軽減を図ることができた。

神石高原町
全域

神石高原
町有害鳥
獣捕獲有
害鳥獣捕
獲

有害鳥獣捕獲対策協議会によ
る防止対策及び地域住民によ
る被害防止対策により，捕獲頭
数を増やし、イノシシの被害の
軽減を図ることができた。

神石高原町
全域

イノシシ
264万円 596万円

　箱わな、くくりわなを購入し、貸し出
すことによって捕獲活動に役立って
いる。
　捕獲数は増えているものの、被害
金額及び被害面積ともに増えてお
り、今後は捕獲隊の人材育成と人員
確保が課題である。

6.3ha -409%-403% 2.7ha



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙１】 広島県

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

事業実施主体の評価 都道府県の評価事業量 管理主体 供用開始
利用率・
稼働率

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容

被害防止計画の目標と実績

獣種
被害金額 被害面積事業効果

三原市鳥獣被害 三原市 令和２年度 イノシシ 狩猟免許講習会受講料補助 6 R2.6 （イノシシ） （イノシシ） （イノシシ）

防止対策協議会 全域 ヌートリア 6,900千円 8,821千円 35% 7.64ha 9.51ha 45%

シカ

カワウ （シカ） （シカ） （シカ）

サル 399千円 1,372千円 —520％ 2.22ha 1.44ha 184%

デジタル簡易無線　 40 協議会 R2.10 100

(ﾇｰﾄﾘｱ） (ﾇｰﾄﾘｱ） (ﾇｰﾄﾘｱ）

― ― ―

生息状況調査 ４回 R2.12
カワウの生息状況調査を行い、
実際の対策につなげた

緊急捕獲 （サル） （サル） （サル）

イノシシ成獣 770 ― ― ―

イノシシ幼獣 179

シカ成獣 185 （カワウ） （カワウ） （カワウ）

シカ幼獣 13 3,322千円 5,579千円 32% ―

三原市 令和３年度 イノシシ 狩猟免許講習会受講料補助 14 R３.6

全域 ヌートリア

シカ

カワウ

自動撮影カメラ 6 協議会 R3.12　 100

生息状況調査 ４回 R2.12
カワウの生息状況調査を行い、
実際の対策につなげた

ドローン 1 協議会 R3.12　 100

緊急捕獲

イノシシ成獣 982

イノシシ幼獣 240

シカ成獣 258

シカ幼獣 19

三原市 令和4年度 イノシシ 狩猟免許講習会受講料補助 16 R4.6

全域 ヌートリア

シカ

カワウ

生息状況調査 ４回 R4.12
カワウの生息状況調査を行い、
実際の対策につなげた

有害鳥獣研修会 ４回 R4.10
有害鳥獣に関する学習会を開
催し，地域住民に対しての啓発
を行った

緊急捕獲

イノシシ成獣 851

イノシシ幼獣 308

シカ成獣 252

シカ幼獣 23

　対象鳥獣について、被害金額、被害
面積はいずれも減少しており、被害金
額は目標達成には至っていないもの
の、被害面積は目標を達成している。
　被害面積を減少させるため、集落ぐ
るみでの環境改善、侵入防止、捕獲
の総合的な取組をさらに強化して取組
んでいく必要がある。

　三原市では、交付金事業の活用に
より、有害鳥獣に携わる人員を育成
することにより、３年間で34名の補助
を行い、有害鳥獣に携わる人員の
増加が図れた。また有害捕獲につい
て、当初計画（R2年～R4年）ではイ
ノシシ3540頭・シカ600頭の捕獲を目
標としていた。３年間の捕獲実績は
イノシシ3330頭・シカ756頭でありイノ
シシの捕獲はやや下回ったが、シカ
は目標を上回ることができた。　カワ
ウ被害が増加していることから、カワ
ウに対する繁殖抑制を実施すること
で被害軽減につなげることができ
た。
被害防除については，自動撮影カメ
ラなどを購入し、捕獲促進に活用し
た。三原市全体の野生鳥獣による
被害額は目標に達していないが、鳥
獣被害防止総合対策交付金事業を
活用することにより、被害防除に一
定の効果があった。

狩猟免許新規取得者に対して
補助を行うことで、狩猟免許の
取得を促進することにより地域
の有害捕獲の担い手を育成し
た。

デジタル簡易無線を購入するこ
とで一斉捕獲時等において駆
除班同士の連携が図られ効率
的に捕獲を行うことができた。

対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ，被害防
除に一定の効果があった。

狩猟免許新規取得者に対して
補助を行うことで、狩猟免許の
取得を促進することにより地域
の有害捕獲の担い手を育成し
た。

自動撮影カメラを活用すること
で、農地への侵入経路の把握、
箱ワナへの接近状況の確認な
どができ、被害軽減及び捕獲促
進に効果があった

ドローンを活用することでカワウ
生息状況調査及び繁殖抑制に
効果を発揮した

対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ，被害防
除に一定の効果があった。

狩猟免許新規取得者に対して
補助を行うことで、狩猟免許の
取得を促進することにより地域
の有害捕獲の担い手を育成し
た。

対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ、被害防
除に一定の効果があった。



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙１】 広島県

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

事業実施主体の評価 都道府県の評価事業量 管理主体 供用開始
利用率・
稼働率

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容

被害防止計画の目標と実績

獣種
被害金額 被害面積事業効果

【推進事業】

イノシシ用捕獲檻 11基 R3.1.15 100%

電気止めさし器 21基 R3.2.12 100%

アニマルセンサー 7基 R3.2.12 100%

イノシシ成獣 1,148頭

イノシシ幼獣 394頭

シカ成獣 30頭

（万円） （万円） (%) (ha) (ha) (%)

イノシシ 【推進事業】 イノシシ 2,752 2,020 208 57.72 25.30 325

サル 長距離無線式捕獲パトロール サル 104 156 -100 1.4 2.20 -167

カラス システム カラス 206 459 -394 5.4 8.40 -114

ヒヨドリ 　ほかパト（基地局） 1基 R4.1.20 100% ヒヨドリ 40 219 -1,690 1.6 5.20 -800

ヌートリア 　ほかパト（子機） 10基 R4.1.20 100% ヌートリア 6 2 300 0.13 0.10 200

シカ 　設置施工指導費他 一式 R4.1.20 100% シカ 2 20 -1,700 0.03 0.20 -1,600

アニマルセンサー 14基 R3.11.30 100%
・捕獲檻で効率的な捕獲が可能
となった。

カワウ 814 1,110 -45

イノシシ用捕獲檻 2基 R4.1.31 100%

イノシシ成獣 1,391頭

イノシシ幼獣 437頭

シカ成獣 37頭

【推進事業】

イノシシ用捕獲檻 15基 R5.1.31 100%

小型有害鳥獣用捕獲器 5基 R5.2.10 100%

アニマルセンサー 7基 R5.1.31 100%

イノシシ成獣 1,385頭

イノシシ幼獣 596頭

シカ成獣 45頭

(%) (%)

ヌートリア - 0 100 - 0 100

アライグマ - 0 100 - 0 100

広島県
広島県
全域

令和４年度
イノシシ

シカ
カワウ等

鳥獣被害防止都道府県活動
支援事業（広域捕獲活動、人
材育成活動）

カワウ一斉対策
・被害状況調査・
連携強化
集落実態調査
集中集落支援
人材育成研修
実施隊員等育成

広島県 - 100%

カワウについては総合的な対策
に向けて被害状況の把握と関
係機関の連携強化が進むととも
に、シャープシューティングによ
る捕獲を実施できた。
県内22市町で実施した集落実
態調査により、集落等の被害状
況の把握を行い、被害対策の
成功事例や課題のある集落の
抽出ができた。
人材育成研修及び集中集落支
援実施により市町等における指
導者の育成が進んだ。
被害防除、捕獲等の対策を指
導する新たな人材の育成が進
んだ。

－ － － － － －

カワウについての被害状況の把握
や一斉対策の取組連携など、カワウ
被害防除のための総合的な対策の
継続的な取組が期待される。
また集落実態調査の結果を活用し
ながら、人材育成研修や集中集落
支援を通して育成された育成された
人材が現地で活動することにより、
効率的かつ効果的な被害対策を実
施できるものと考える。

－

広島県
安芸高田

市、北広島
町、世羅町

令和４年度
イノシシ

シカ
都道府県広域捕獲活動支援
事業

市町からの要請
を踏まえた広域
的な捕獲活動
（シカ236頭、イノ
シシ83頭）と生息
状況調査等

広島県 - 100%

安芸高田市と北広島町におい
ては、誘引餌を利用したくくりわ
なでの捕獲を実施し、安全で効
率的な捕獲方法について捕獲
従事者からの理解が得られた。
世羅町においては、隣接する三
原市で広域捕獲実施について
理解が得られなかったため、世
羅町単独での実施となり、十分
な効果を確認できなかった。

－ － － － － －

安芸高田と北広島で地元の捕獲従
事者に安全で効率的なくくりわなで
の誘引捕獲について理解が得られ
たことから、有害捕獲においても同
様の方法が普及し、有害捕獲の改
善につながることが期待される。他
の市町におけるこうした技術の普及
方法についても検討する必要があ
る。

－

・イノシシ捕獲の増頭に繋がっ
た。
・止めさしが安全に実施できる
ようになった。
・捕獲檻で効率的な捕獲が可能
となった。
・対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ，被害防
除に一定の効果があった。

・イノシシ捕獲の増頭に繋がっ
た。
・対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ，被害防
除に一定の効果があった。

・イノシシ捕獲の増頭に繋がっ
た。
・小動物捕獲の増頭に繋がっ
た。
・捕獲檻で効率的な捕獲が可能
となった。
・対象鳥獣を捕獲することによ
り、個体数調整ができ，被害防
除に一定の効果があった。

尾道市有害鳥獣
捕獲対策協議会

尾道市　全
域

令和２年度

 
尾道市有
害鳥獣捕
獲対策協
議会

令和４年度

　対象鳥獣について、被害金額と被害
面積はいずれも減少しており、目標を
達成している。
　今後は更なる被害の軽減に向けて、
集落ぐるみでの環境改善、侵入防止、
捕獲の総合的な取組をさらに強化して
取組んでいただきたい。

　対象鳥獣について、被害が見られな
い状況を維持しており、目標を達成し
ている。
　引き続き、集落ぐるみでの環境改
善、侵入防止、捕獲の総合的な取組
をさらに強化して取組んでいただきた
い。

三次市有害鳥獣
駆除対策協議会

三次市 R2
アライグマ，
ヌートリア

特定外来生物防除従事者講
習

尾道市有
害鳥獣捕
獲対策協
議会

　市街地或いは市街地に近い田畑
へ出没する有害鳥獣が増えている
傾向があり、捕獲檻やアニマルセン
サーを導入したことで、親子での効
率的な捕獲が実施できた。また、わ
なに掛かった個体の止めさしに、電
気止めさし器を利用することで、捕
獲者が安全に殺処分処理を行うこと
ができた。

　ほかパトの導入により、捕獲班員
による見回り等の捕獲作業の負担
軽減に繋がった。また、アニマルセ
ンサーや捕獲檻を導入したことで、
市街地付近での効率的な捕獲が実
施できた。

　市街地或いは市街地に近い田畑
へ出没する有害鳥獣が増えている
傾向があり、捕獲檻やアニマルセン
サーを導入したことで、親子での効
率的な捕獲が実施できた。
　また、小動物の農作物被害が増え
ており、小型有害鳥獣捕獲器の導
入により、小動物の捕獲の増頭に繋
がった。

令和３年度

・捕獲作業員による見回り等の
捕獲作業の負担軽減に繋がっ
た。

尾道市有
害鳥獣捕
獲対策協
議会

農作物の被害は減少傾向にある
が，シカやカラスの被害は増えてい
る。集落ぐるみでの「侵入防止」「環
境改善」「捕獲」の取組を推進してい
く。ヌートリア、アライグマの特定外
来生物については、防除実施計画
に基づき、引き続き、防除従事者の
養成に取り組み、防除体制を強化し
ていく。

１回 - - -

特定外来生物の防除従事者の
養成により、地域住民主体によ
る捕獲活動が推進され、被害防
除に一定の効果が認められる。



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙２】 広島県

５　第三者の意見
事業実施主体名

（協議会名）

広島市鳥獣被害防
止総合対策協議会

大竹市有害鳥獣捕
獲対策協議会

府中町有害鳥獣捕
獲対策協議会

海田町有害鳥獣駆
除対策協議会

熊野町有害鳥獣駆
除対策協議会

安芸太田町有害鳥
獣捕獲対策協議会

北広島町有害鳥獣
捕獲愛策協議会

江田島市有害鳥獣
捕獲対策協議会

福山市鳥獣被害対
策協議会

府中市有害鳥獣捕
獲協議会

神石高原町有害鳥
獣捕獲対策協議会

三原市鳥獣被害防
止対策協議会

コメント：広島県クマレンジャー　田公氏
土曜日、日曜日になると、近隣の山から犬たちの元気な鳴き声がよく聞こえてきた日々です。”やってるな”と想いつつ、聞き耳を立てていると、やがて銃の発砲音が・・・犬たちの鳴き声が一段と大きくなり・・・静かになる。”やったな！”「イノシシの駆除。ご苦労さま。」と想い
描いたものです。
これは20年前のことです。
地域によっては、こうした犬の鳴き声をほとんど聞くことがなくなりました。狩猟対象の獲物が減ったのでしょうか。いいえ狩猟者の方が減ったのです。こういった狩猟をしようとしても、必要な人数が集まらないのです。高齢化等によるハンター離れに見合う若手の補充が出来
ない時代になりました。経験者が減ることによって未経験者養成も困難になります。こういった悪循環により、最早この流れは止められないのでは。
こういった狩猟が行われているときは、たとえ、その日に獲物を得ることができなかったとしても、有害鳥獣たちを農地から、里山から奥山へ追いやる効果はとても大きかったのです。
こういった状況変化の行方を鑑み、これからは、ほかの被害防除の方策により力を注がねばなりません。
大きく分けて次の三策。
ア　捕獲・・・捕獲檻、罠(ワイヤーなど)
イ　防御・・・トタン壁、ワイヤーメッシュ、ネット
ウ　追い払い(おどし)・・・音声、花火、光、超音波の発信

ア　安佐北区久地の稲刈りの済んだ田んぼの真ん中に稲ワラが積んでありました。その稲ワラをはねくり返して食べれる物を漁っているイノシシ1頭。50ｍ向こうの県道では、ひっきりなしに事が往来しています。でも、全く臆することなく、稲ワラに夢中です。イノシシのところ
から10ｍの所に納屋があり、更に、50ｍ離れて民家があります。イノシシの死角にあたる方向から、納屋の陰に近づく。気づかれていない。こちらの姿をゆっくり現わす。イノシシはすぐに気づき、しばらく、こちらを見ていたが・・・とくに慌てた様子もなく、山へ帰っていった。距
離があれば、”安全”なのである。見通しのきくところでは、敵の近づくのに早く気付くことができるので、安心して行動しているのであろう。箱わななどを設置する際に、とかく物影など、見通しのきかない場所を選びがちだが、必ずしも正解とは言えない。それぞれの地点の環
境をよく考えて、対策をとることが大切であろう。
イ　安佐南区の車道に接した農地に、ワイヤーメッシュでセットされている防護柵の高さが250ｃｍ。何か特別の目的があるのかは分からないが、少なくとも、シカに対するものであったら、無駄が多い。200ｃｍあればよい。しかも、舗装されている歩道に接しているので、助走
してジャンプするシカにとっては、条件が悪い。偶蹄目の硬いシカは舗装面でスリップしやすいので。さらに、ワイヤーメッシュを高く設定すると、重量により倒壊の危険性も増し、人的被害の可能性が心配になる。垂直ジャンプで120ｃｍが可能なイノシシの侵入を70ｃｍ巾の
なみトタンで防げるのは、トタンの向こうの着地点を見せないからである。資材、労力の無駄を少なくする工夫を重ねていきましょう。
ウ　超音波発信による動物の追払い方法の研究が進められています。これは、対象動物によって波長の違い、有効範囲、強さなど、これからの研究結果が期待されます。
☆安佐北区と東区の接点にあたる位置に県緑化センターと広島市森林公園が繋がっています。このため、長者山・藤ヶ丸山々系の両面の広い範囲でイノシシ猟が制限されています。狩猟対象の獲物が逃げ込めば、それを追う猟犬も公園内に突入するからです。
よって、公園を含む広い範囲が野生動物の楽園になっています。ということは、有害鳥獣にとっても、住みやすい”有害鳥獣保護区”になっているのです。
○山際を車で通る特に出会うシカ
○夜中に、団地の民家の庭で植木の葉を食するシカたち。人間と出会っても、すぐには逃げようとしません。
○団地内の雪上に残るイノシシの足跡等々。
狩猟圧の無くなった地域の現状です。こういった地域の今後の対策を考えていくことが重要です。

コメント

コメント ： イノシシによる農作物被害は減少しているものの、豚熱による一時的な減少であることが予想されるため、大竹市鳥獣被害防止計画の方針にある農家や地域による自己防衛の意識啓発等を行い、集落に有害鳥獣を寄せ付けない環境整備を推進することが必要
である。
（西部農林水産事務所　林務第一課　課長　白石勝也）

コメント：　府中町農業会議　会長　長尾　　勝
　令和２年、令和３年、令和４年ともに実績が「被害なし」となっており、捕獲活動等による個体数管理の成果ができている。農作物への鳥獣被害は、耕作意欲の低下にもつながるので、近隣自治体とも連携し、継続的な取り込みをお願いしたい。

海田町議会議員　西田）イノシシ等有害鳥獣の捕獲を順調に行えており、海田町畝地区で畑作をしている住民から、イノシシの出現が減ったとのことで感謝されている。

コメント：熊野町農業委員会会長　空田　忠
現行の取り組みを継続し、農作物被害の軽減に努めてもらいたい。

コメント：豚熱の影響等によりイノシシによる被害は減っているものの、町内においても地域差があり、依然として掘り起し被害が多い地域があるため、引き続き捕獲に取組んでいただきたい。一方、シカについて農業被害は出ていないものの、年々目撃が増えてきている。
農業被害が本格化する前に効果的な捕獲方法を研究し生息域拡大に歯止めをかけていただきたい。また、こうした取り組みを支える実施隊員は高齢化等により減少傾向にある。後継者の確保についても補助制度の拡充等支援が必要ではないか。（株式会社　百姓屋　代
表取締役　栗栖智典）

コメント：鳥獣被害対策実施隊員　岡本　守
有害鳥獣の被害は増加傾向にあり、農業者による農作物への被害防止策として電気柵等の設置を行っているが、捕獲による個体数の管理を行わない限り被害は減らない。捕獲班の一斉捕獲に併せ、積極的に箱わなを設置し、捕獲を行う必要がある。また、高齢化により
防御が行えず苦慮している農家も多いことから、行政と捕獲班が連携を強化して、被害対策を実施されたい。

コメント：捕獲にこだわるのではなく，防除と環境改善を推進することが望ましい。
　　　　　「国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構の堂山主任研究員」

コメント： 広島県　東部農林水産事務所　林務課長
イノシシの個体数調整の必要性が高まる中にあって、捕獲活動を担う捕獲班の安全性の確保や捕獲効率の向上を図るための被害防止対策事業を実施し、捕獲頭数が年々増加していることなど一定の効果を発揮していると評価できます。引き続き鳥獣被害を防止するた
めに、環境整備・被害防除対策での施設の管理等、地域と連携した取組みも期待します。

コメント：　広島県 東部農林水産事務所 林務課長
効率的で、効果の高い手法により個体数調整を行い、年々、鳥獣被害を逓減してきており、被害金額・被害面積ともに概ね目標値に近い実績を出すことができています。また、先進的な捕獲手法を意欲的に活用し、他所の被害防止活動の取り組みの参考となる実績を作っ
ています。今後も引き続き捕獲体制を拡充し鳥獣被害が軽減されていくことを期待します。

コメント： 広島県　東部農林水産事務所　林務課長
イノシシによる被害が高止まりしていることに加えてニホンジカの個体数が増加している中にあって、積極的な個体数調整を行い、年々、捕獲頭数が増加しており、一定の鳥獣被害防止対策効果を発揮していると評価できます。今後もより一層の対策が必要となるため、捕
獲者の安全性の確保と捕獲効率の向上を図ることや、環境整備・被害防除対策での施設の管理などの講習会といったソフト面での取組みにも期待します。

コメント：
この３か年の取り組みにより、イノシシ、シカの捕獲数は増えており、狩猟免許取得者増の効果は表れています。
しかし、被害金額については目標を下回っており、特にシカによる被害が増加していることから、加害個体の捕獲に加え、シカの被害発生状況を踏まえ、地域が一体となった環境改善、侵入防止への取り組みを推進してください。
東部農業技術指導所　参事　鳩野匡規



別記様式第8号（別記1の第6号の1関係）

【別紙２】 広島県

５　第三者の意見
事業実施主体名

（協議会名）
コメント

尾道市有害鳥獣捕
獲対策協議会

三次市有害鳥獣駆
除対策協議会

広島県

【農研機構畜産研究部門動物行動管理研究領域動物行動管理グループ　上級研究員　上田弘則】
　市町等が行う、集落ぐるみでの環境改善、侵入防止、加害個体の捕獲の一体的な取組を支援するため、必要な各種対策や人材育成、育成した人材のスキルアップが行われている。
　また、集落実態調査により被害状況の把握も行っており、効率的かつ効果的な被害対策の推進に資するものと考えられる。
　更なる鳥獣被害の軽減に向けて、市町における支援体制の充実が図られるよう、県の支援を強化していくことが重要と考えられる。
　また、広域捕獲活動においては、くくりわなを活用した安全で効率的な捕獲方法の実践がなされており、加害個体の捕獲の改善につながる取組と考えられる。
　環境改善や侵入防止と組み合わせて実施することで、より高い効果が発揮されると思われる。

コメント：渡辺浩毅（広島県北部農林水産事務所林務第一課長）
　特定外来生物であるアライグマ、ヌートリアによる被害防止に取り組まれ、被害金額・被害面積とも目標を達成し、成果を上げられています。特定外来生物については、農業被害の防止はもとより、生態系の保全という観点からも積極的な防除が求められており、引き続き
被害防止対策への取組が必要と考えます。

コメント：
この３か年の取り組みにより、イノシシ等の捕獲数は増えており、捕獲檻の導入効果は表れています。
また、センサーを活用した被害個体の効率的な捕獲や捕獲者の負担軽減のための取り組みは、被害防止の効果を上げるだけでなく、取組実施者の意欲向上にもつながるものと思います。
しかし、イノシシやシカ以外の獣種による被害は目標を下回っており、特にカラス等の鳥類による被害が増加していることから、加害個体の捕獲に加え、鳥類の被害発生状況を踏まえ、地域が一体となった環境改善、侵入防止への取り組みを推進してください。
東部農業技術指導所　参事　鳩野匡規



①合計値による算出 ②事業対象獣種による算出

市町名 鳥獣種 推進 整備推進整備推進整備

ｲﾉｼｼ 1,885.8 万円 1,804.5 万円 2,229.9 万円 -423 ％ 12.9 ｈａ 12.0 ｈａ 10.3 ｈａ 292 ％ ○ ○ ○ ○ ○

ｼｶ 1,613.1 万円 1,543.5 万円 1,709.4 万円 -138 ％ 8.7 ｈａ 8.1 ｈａ 6.6 ｈａ 347 ％ ○ ○ ○ ○ ○

ｻﾙ 417.1 万円 399.1 万円 209.7 万円 1,152 ％ 1.4 ｈａ 1.3 ｈａ 0.8 ｈａ 630 ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 37.1 万円 35.5 万円 40.2 万円 -194 ％ 0.2 ｈａ 0.2 ｈａ 0.2 ｈａ 200 ％ ○ ○ ○

ﾀﾇｷ 44.8 万円 42.9 万円 178.7 万円 -7,047 ％ 0.2 ｈａ 0.2 ｈａ 0.3 ｈａ -500 ％ ○ ○

ｶﾜｳ 3,600.0 万円 2,800.0 万円 2,100.0 万円 188 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

合計 7,597.9 万円 6,625.5 万円 6,467.9 万円 116 ％ 23.4 ｈａ 21.8 ｈａ 18.2 ｈａ 328 ％ 116.2 328.0 -214.6 328.0 222.1

ｲﾉｼｼ 66.3 万円 40.0 万円 21.2 万円 100 ％ 0.7 ｈａ 0.5 ｈａ 0.3 ｈａ 256 ％ ○

ﾀﾇｷ 8.9 万円 4.0 万円 9.8 万円 -18 ％ 0.15 ｈａ 0.06 ｈａ 0.06 ｈａ 100 ％

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｱﾅｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ﾊｸﾋﾞｼﾝ - 万円 - 万円 8.2 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ 0.1 ｈａ - ％

ﾇｰﾄﾘｱ - 万円 - 万円 - 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｱﾗｲｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ﾋﾖﾄﾞﾘ - 万円 - 万円 52.2 万円 - ％ - ｈａ - ｈａ 0.1 ｈａ - ％

ｶﾗｽ 154.8 万円 75.0 万円 157.1 万円 -3 ％ 0.20 ｈａ 0.10 ｈａ 0.20 ｈａ 0 ％

ｶﾜｳ･ｳﾐｳ 200.0 万円 100.0 万円 940.0 万円 100 ％ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％

合計 430.0 万円 219.0 万円 1,188.5 万円 -359 ％ 1.1 ｈａ 0.7 ｈａ 0.7 ｈａ 111 ％ -359.5 110.8 171.5 255.6 -124.3

ｲﾉｼｼ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○

ｼｶ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○

ｶﾗｽ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％

合計 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ｲﾉｼｼ 5.6 万円 0.0 万円 12.8 万円 -129 ％ 0.06 ｈａ 0.00 ｈａ 0.3 ｈａ -450 ％ ○ ○ ○

ｻﾙ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｶﾗｽ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｼｶ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ﾀﾇｷ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｱﾅｸﾞﾏ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｱﾗｲｸﾞﾏ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ﾊｸﾋﾞｼﾝ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

合計 5.6 万円 0.0 万円 12.8 万円 -129 ％ 0.06 ｈａ 0.00 ｈａ 0.3 ｈａ -450 ％ -128.6 -450.0 -128.6 -450.0 -289.3

ｲﾉｼｼ 33.0 万円 30.0 万円 39.5 万円 -217 ％ 0.47 ｈａ 0.42 ｈａ 0.2 ｈａ 480 ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％

ﾀﾇｷ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％

ｱﾗｲｸﾞﾏ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.0 ｈａ 100 ％

ｼｶ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 100 ％

ｻﾙ 0.0 万円 0.0 万円 0.0 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ 100 ％

合計 33.0 万円 30.0 万円 39.5 万円 -217 ％ 0.5 ｈａ 0.4 ｈａ 0.2 ｈａ 480 ％ -216.7 480.0 -216.7 480.0 131.7

ｲﾉｼｼ 31.4 万円 28.3 万円 40.0 万円 -277 ％ 0.52 ｈａ 0.47 ｈａ 0.78 ｈａ -520 ％ ○

ｻﾙ 25.4 万円 22.9 万円 3.3 万円 884 ％ 0.93 ｈａ 0.84 ｈａ 0.02 ｈａ 1,011 ％

ﾀﾇｷ･ｷﾂﾈ･ｱﾅｸﾞﾏ 0.4 万円 0.4 万円 1.6 万円 #DIV/0! ％ 0.03 ｈａ 0.03 ｈａ 0.20 ｈａ #DIV/0! ％

ﾇｰﾄﾘｱ - 万円 - 万円 0.4 万円 #VALUE! ％ - ｈａ - ｈａ 0.1 ｈａ #VALUE! ％

ｶﾗｽ - 万円 - 万円 0.7 万円 #VALUE! ％ - ｈａ - ｈａ 0.0 ｈａ #VALUE! ％

ﾋﾖﾄﾞﾘ - 万円 - 万円 - 万円 #VALUE! ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ #VALUE! ％

ﾊﾄ類 - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ﾄﾋﾞ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｻｷﾞ類 101.2 万円 91.1 万円 101.2 万円 0 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｶﾜｳ 187.5 万円 168.7 万円 187.5 万円 0 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｱﾗｲｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ﾃﾝ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｼｶ 0.1 万円 0.1 万円 - 万円 #VALUE! ％ 0.01 ｈａ 0.01 ｈａ - ｈａ #VALUE! ％

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 3.5 万円 3.2 万円 - 万円 #VALUE! ％ 0.25 ｈａ 0.23 ｈａ - ｈａ #VALUE! ％

合計 349.5 万円 314.7 万円 334.7 万円 43 ％ 1.74 ｈａ 1.6 ｈａ 1.08 ｈａ 413 ％ 42.5 412.5 -277.4 -520.0 227.5

ｲﾉｼｼ 637.3 万円 480.0 万円 370.2 万円 170 ％ 9.0 ｈａ 6.8 ｈａ 4.40 ｈａ 209 ％ ○ ○ ○

ｼｶ 18.8 万円 16.0 万円 8.3 万円 375 ％ 2.1 ｈａ 1.8 ｈａ 0.20 ｈａ 633 ％ ○ ○ ○ ○

ｻﾙ 26.0 万円 16.0 万円 29.2 万円 -32 ％ 0.3 ｈａ 0.1 ｈａ 0.09 ｈａ 105 ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 80.9 万円 60.0 万円 70.8 万円 48 ％ 0.2 ｈａ 0.2 ｈａ 0.18 ｈａ #DIV/0! ％

ﾀﾇｷ 6.8 万円 6.0 万円 13.0 万円 -775 ％ 0.2 ｈａ 0.2 ｈａ 0.10 ｈａ #DIV/0! ％

ｶﾗｽ 22.7 万円 20.0 万円 28.1 万円 -200 ％ 0.3 ｈａ 0.3 ｈａ 0.20 ｈａ #DIV/0! ％

ｻｷﾞ類 11.4 万円 9.0 万円 10.1 万円 ％ 0.4 ｈａ 0.3 ｈａ 0.11 ｈａ 290 ％

ｶﾜｳ - 万円 - 万円 - 万円 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ - ％

ｱﾗｲｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 #VALUE! ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ #VALUE! ％

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 35.5 万円 30.0 万円 30.5 万円 91 ％ 0.1 ｈａ 0.1 ｈａ 0.09 ｈａ #DIV/0! ％

合計 839.4 万円 637.0 万円 560 万円 138 ％ 12.60 ｈａ 9.80 ｈａ 5.37 ｈａ 258 ％ 137.9 258.2 161.3 248.5 198.1

ｲﾉｼｼ 1,781.6 万円 890.8 万円 1,322.6 万円 51.5 ％ 5.6 ｈａ 2.8 ｈａ 3.74 ｈａ 66.4 ％ ○ ○ ○

ｶﾗｽ 79.9 万円 39.9 万円 195.3 万円 -288.5 ％ 0.25 ｈａ 0.1 ｈａ 0.23 ｈａ 15.4 ％

ｱﾅｸﾞﾏ 24.2 万円 12.1 万円 3.0 万円 175.2 ％ 0.10 ｈａ 0.05 ｈａ 0.01 ｈａ 180.0 ％ ○ ○ ○

ｶﾜｳ 710.0 万円 355.0 万円 419.3 万円 81.9 ％ - ｈａ - ｈａ ｈａ - ％ ○ ○ ○

合計 2,595.7 万円 1,297.8 万円 1,940 万円 50.5 ％ 5.95 ｈａ 2.97 ｈａ 3.98 ｈａ 66.1 ％ 50.5 66.1 61.3 68.4 58.3

ｲﾉｼｼ 805.8 万円 491.4 万円 449.0 万円 113 ％ 6.78 ｈａ 3.06 ｈａ 4.75 ｈａ 55 ％ ○ ○ ○ ○

ｼｶ 0.0 万円 万円 0.0 万円 100 ％ ｈａ ｈａ 0.00 ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｻﾙ 1.4 万円 1.4 万円 0.0 万円 #DIV/0! ％ 0.01 ｈａ 0.01 ｈａ 0.00 ｈａ #DIV/0! ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 11.5 万円 4.5 万円 万円 164 ％ 0.12 ｈａ 0.03 ｈａ ｈａ 133 ％

ｶﾗｽ 0.0 万円 0.0 万円 万円 #DIV/0! ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ ｈａ #DIV/0! ％

ｶﾜｳ 0.0 万円 0.0 万円 万円 100 ％ 0.00 ｈａ 0.00 ｈａ ｈａ - ％

ｱﾗｲｸﾞﾏ 29.5 万円 29.5 万円 48.3 万円 #DIV/0! ％ 0.04 ｈａ 0.03 ｈａ 0.03 ｈａ 100 ％

合計 807.2 万円 492.8 万円 497 万円 99 ％ 6.95 ｈａ 3.13 ｈａ 4.78 ｈａ 57 ％ 98.6 56.8 113.9 54.8 77.7

ｲﾉｼｼ 590.4 万円 295.2 万円 315.5 万円 93 ％ 6.23 ｈａ 3.11 ｈａ 3.31 ｈａ 94 ％ ○ ○ ○

ｼｶ 4.3 万円 2.1 万円 0.0 万円 195 ％ 0.04 ｈａ 0.02 ｈａ 0.00 ｈａ 200 ％

ｻﾙ 3.6 万円 1.8 万円 13.7 万円 -561 ％ 0.06 ｈａ 0.03 ｈａ 0.09 ｈａ -100 ％ ○ ○

小動物 4.1 万円 2.0 万円 4.4 万円 -14 ％ 0.04 ｈａ 0.02 ｈａ 0.03 ｈａ 50 ％

合計 602.4 万円 301.1 万円 334 万円 89 ％ 6.37 ｈａ 3.18 ｈａ 3.43 ｈａ 92 ％ 89.2 92.2 89.2 91.7 90.7

ｲﾉｼｼ 330.0 万円 264.0 万円 596.1 万円 -403 ％ 3.4 ｈａ 2.7 ｈａ 6.26 ｈａ -409 ％ ○ ○ ○

ｻﾙ 17.9 万円 14.3 万円 万円 497 ％ 0.19 ｈａ 0.15 ｈａ ｈａ 475 ％

ｱﾅｸﾞﾏ - 万円 0.0 万円 万円 #VALUE! ％ - ｈａ 0.0 ｈａ ｈａ #VALUE! ％

ｼｶ - 万円 0.0 万円 万円 #VALUE! ％ - ｈａ 0.0 ｈａ ｈａ #VALUE! ％ ○

合計 347.9 万円 278.3 万円 596 万円 -357 ％ 3.59 ｈａ 2.85 ｈａ 6.26 ｈａ -361 ％ -356.6 -360.8 -356.6 -360.8 -358.7

ｲﾉｼｼ 986.9 万円 690.0 万円 882.1 万円 35 ％ 11.0 ｈａ 7.6 ｈａ 9.51 ｈａ 45 ％ ○ ○ ○

ﾇｰﾄﾘｱ - 万円 0.0 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ 0.0 ｈａ - ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｻﾙ - 万円 0.0 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ 0.0 ｈａ - ｈａ 100 ％ ○ ○ ○

ｼｶ 55.6 万円 39.9 万円 137.2 万円 -520 ％ 3.2 ｈａ 2.2 ｈａ 1.44 ｈａ 184 ％ ○ ○ ○

ｶﾜｳ 664.5 万円 332.2 万円 557.9 万円 32 ％ - ｈａ 0.0 ｈａ - ｈａ - ％ ○ ○ ○

合計 1,707.0 万円 1,062.1 万円 1,577 万円 20 ％ 14.17 ｈａ 9.86 ｈａ 10.95 ｈａ 75 ％ 20.1 74.7 20.1 74.7 47.4

ｲﾉｼｼ 3,440.0 万円 2,752.0 万円 2,020.0 万円 206 ％ 72.2 ｈａ 57.7 ｈａ 25.30 ｈａ 325 ％ ○ ○ ○

ｻﾙ 130.0 万円 104.0 万円 156.0 万円 -100 ％ 1.7 ｈａ 1.4 ｈａ 2.20 ｈａ -167 ％ ○ ○ ○

ｶﾗｽ 257.2 万円 206.0 万円 459.0 万円 -394 ％ 6.8 ｈａ 5.4 ｈａ 8.40 ｈａ -114 ％ ○ ○ ○

ﾋﾖﾄﾞﾘ 50.0 万円 40.0 万円 219.0 万円 -1,690 ％ 2.0 ｈａ 1.6 ｈａ 5.20 ｈａ -800 ％ ○

ﾇｰﾄﾘｱ 8.0 万円 6.0 万円 2.0 万円 300 ％ 0.16 ｈａ 0.13 ｈａ 0.10 ｈａ 200 ％ ○

ｼｶ 3.0 万円 2.0 万円 20.0 万円 -1,700 ％ 0.04 ｈａ 0.03 ｈａ 0.20 ｈａ -1,600 ％ ○ ○ ○

ｶﾜｳ 1,018.0 万円 814.0 万円 1,110.0 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ 100 ％

合計 4,906.2 万円 3,924.0 万円 3,986 万円 94 ％ 82.85 ｈａ 66.28 ｈａ 41.40 ｈａ 250 ％ 93.7 250.2 130.1 250.2 171.9

ｲﾉｼｼ 4,087.6 万円 2,861.3 万円 1,984.7 万円 171 ％ 44.70 ｈａ 31.29 ｈａ 19.65 ｈａ 187 ％

ｼｶ 463.6 万円 324.5 万円 677.9 万円 652 ％ 10.56 ｈａ 7.39 ｈａ 2.72 ｈａ 247 ％

ｻﾙ 59.6 万円 41.7 万円 0.0 万円 333 ％ 0.34 ｈａ 0.24 ｈａ 0.00 ｈａ 340 ％

ﾇｰﾄﾘｱ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ 100 ％ ○

ｱﾗｲｸﾞﾏ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ 100 ％ ○

ｶﾜｳ - 万円 - 万円 - 万円 100 ％ - ｈａ - ｈａ - ｈａ 100 ％

ｶﾗｽ 10.0 万円 7.0 万円 466.4 万円 -15,213 ％ 0.08 ｈａ 0.06 ｈａ 0.32 ｈａ -1,200 ％

その他鳥獣 48.9 万円 34.2 万円 39.3 万円 65 ％ 0.40 ｈａ 0.28 ｈａ 0.02 ｈａ 317 ％

合計 4,620.8 万円 3,234.5 万円 3,129 万円 108 ％ 55.68 ｈａ 38.98 ｈａ 22.69 ｈａ 198 ％ 107.6 197.5 100.0 100.0 152.6

※推進には緊急捕獲も含む

三原市

尾道市

三次市

注）達成率（％）＝（基準年値－実績値）／（基準年値－目標値）*100

　広島県で達成を判断する基準として，事業対
象獣種の被害金額又は面積の達成率のうちい
ずれかが７０％を達成していれば，計画を達成
しているものと判断する。

達成率

広島市

大竹市

府中町

海田町

達成率 基準年値(H30） 目標値(R4) 実績値(Ｒ4）

神石高原町

熊野町

安芸太田町

北広島町

江田島市

福山市

府中市

被害防止計画の達成率一覧表 ③面積達成率と
金額達成率を単
純平均

指標 被害金額 被害面積 被害金
額

被害面
積

R2 R3 R4
被害金額 被害面積 被害金額

基準年値(H30） 目標値(R4) 実績値(Ｒ4）


